第１８回教育委員会（定）
開会日時　　平成２４年　１０月　１２日（金）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時５６分
開会場所　　教育委員会室

出席者
　　委員　　別　府　明　雄

　　委員　　今　井　英　彦

　　委　　　　　員　　谷　田　　　泰

　　委員　　本　山　千惠子

　　委員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　寺西幸雄　　　　庶務課長　　小　池　喜美子

　　学務課長　　森下真博　　　　生涯学習課長　　中島　実
　　指導室長　　矢部　崇　　　　新しい学校づくり担当課長　　田中光輝
　　学校地域連携担当課長　　大澤宣仁　　　　中央図書館長　　代田　治
署名委員
　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　１０時００分　開会

委員長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２４年第１８回教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、寺西次長、小池庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、矢部指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、代田中央図書館長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により今井委員にお願いいたします。

　本日の委員会は３名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○議事

日程第一　議案第１９号　東京都板橋区立図書館処務規則の一部改正

（中央図書館）

委員長　　日程第一　議案第１９号「東京都板橋区立図書館処務規則の一部改正」について、中央図書館長から説明願います。

中央図書館長　　それでは、議案第１９号「東京都板橋区立図書館処務規則の一部改正」について説明いたします。

　まず、付議理由ですが、いたばしボローニャ子ども絵本館運営会議設置要綱を廃止しまして、いたばしボローニャ子ども絵本館企画運営委員会設置要綱を制定したことによる東京都板橋区立図書館処務規則を一部改正するためのものです。

　要綱の名称の違いのとおり、絵本館で実施しておりました運営会議を今年４月より「企画運営委員会」として実施することになりました。

　要綱の整備の方は３月２７日に完了しておりましたが、処務規則の改正が未手続であったため、今回、議案として提出し、４月にさかのぼって適用する次第でございます。

　処務規則の変更点につきましては、次ページの新旧対照表のとおり、いたばしボローニャ子ども絵本館分掌事務の第５条（４）の「運営会議」を、「企画運営委員会」に変えるものでございます。
　次に、内容になりますが、さらにページをおめくりいただきまして、企画運営委員会の設置の要綱をお付けいたしました。

　こちらの設置目的、第１条にありますとおり、絵本館の効果的な運営及び蔵書の活用等による事業展開について調査研究するためのものでございます。

　こちらの設置目的は、従前の要綱ですと、運営会議になりますが、そちらでは絵本文化の普及と国際理解の推進となってございました。

　そして、要綱を変えた意図としましては、これまでの運営会議や絵本館運営に関して年間事業を報告いたしまして提言を受ける形態でありましたが、こちらは年１回開催のため、絵本館の実情に対しての具体的な提言が困難な会議ということでありました。

　そこで、昨年１１月に委員の第３期委嘱期間が終了したこともありまして、今年度から、委員を運営・事業へのアドバイザーとして委嘱して、直接的に絵本館の運営や事業企画にかかわる形態というような形に、委員会を変えました。
　具体的なイメージとしましては、さらにページをおめくりいただきまして、こちらの資料、「絵本館企画運営委員会（概念図）」がございます。こちらのとおりでございます。

　こちらの、上の枠で囲んだところが企画運営委員会の内容で、こちらで学識経験者とか学校関係者、一般の方、それぞれ各委員が持つ資源を連携して結びつけて、絵本館事業の運営について具体的なアドバイスを、絵本館事務局にいただくような形になります。

　そして、このアドバイスが、年数回の会議の席だけではなくて、絵本館からイベント等の情報や状況を、随時、各委員の皆様に発信していきますので、委員の皆様から意見やアイデアを、メール等も活用しながら、随時、受け付けていくような形になります。そして、企画運営のための検討素材を絵本館側で蓄積してまいります。
　そして、下の枠にありますとおり、こちらは実際の事業展開をイメージしていただければと思うのですけれども、委員の皆様からいただきましたアドバイスを反映させて、具体的に事業の中に盛り込んでいくという形を考えてございます。

　将来的には、利用者の方の情報交換の場としまして、利用者側の意見も事業運営に取り込んでいければという形で考えてございます。

　今の企画運営委員会の動きといたしましては、８月に新規委員の方の委嘱委員会を開催いたしまして、こちらの構成が、学識経験者枠では児童文学者や絵本作家、あとはイタリア文化会館の図書室長の方など４名。また、学校の学校図書館研究部と英語科研究部の先生の２名。あとは、絵本館をよくご利用いただいておりますボランティアの方２名という形で、８名の、いずれも絵本館の事業に密接に関係のある方の構成となりました。この中で、委員長は、片岡輝先生が選出されてございます。

　また、委員の任期は、要綱のとおり２年となってございます。
　１１月にはワークショップを実施しまして、その後、具体的な提言をいただきまして、これからの事業運営に反映させていく予定となっております。

　中央図書館からは以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　今、委員会にされた方がいいとか、目的みたいなお話もしていただきましたけれども、今回のこれは、要は、修正していない部分を修正しましょうというような議題なんですよね。委員会のあり方がどうこうというのではなくて、その規則の用語を整理するという状態ですよね。
中央図書館長　　はい。それと、併せまして、中身について説明させていただいた次第です。

委員長　　では、従来の委員運営会議では色々不十分だった点を、企画委員会ということで色々外部の意見を取り入れて、いい方向に持っていこうという趣旨だと思いますので、特に問題がなければ、お諮りいたします。

　日程第一　議案第１９号「東京都板橋区立図書館処務規則の一部改正」について、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。
（異議なし）

委員長　　それでは、そのように決定します。

○報告事項

１．平成２４年第３回区議会定例会（９月）一般質問答弁要旨

（資料庶－１・庶務課）

委員長　　それでは、報告事項について聴取します。報告１「平成２４年第３回区議会定例会（９月）一般質問答弁要旨」について、次長から報告願います。
次長　　それでは、資料１をご覧いただきたいと思います。

　先日、開会されました第３回区議会定例会の本会議での一般質問でございます。委員長にも出席していただきまして、委員さんのやりとりについて聞いていただいているところでございます。

　まず、１人目の安井議員は質問がございませんでした。

　２人目の大野議員でございます。
　学校選択制と適正配置の関係ということで、今回の大山小学校での取り組みについて、学校選択制の影響があったのではないかということも含めまして、ほかの委員さんからも出ておりますが、その辺についてのご質問がございます。

　学校選択制についての今後の見直しですが、これについては何回もご答弁しているように、今後、検討会で出ました保護者の意向ですとか、学校と地域とのかかわり等を踏まえた上で、学校選択制の名称も含めて、制度の変更を検討していきたいというふうにお答えしてございます。

　学校選択制について、今は保護者の学校選択権を尊重するという制度になってございますが、逆に、全ての方に選択してくださいというようなスタンスになっておりますので、通学区域を基本としているという部分に戻していく必要性があるのではないかというふうに考えております。

　また、３５人学級の導入がありまして、従来、学校選択制を導入した時点では、かなり学校の教室に余裕があったもので、ある程度、通学区域外の方を受け入れても学校の運営ができてきたわけですが、ここにきて３５人学級、また、あいキッズを学校の中につくるということで、学校の教室も大変厳しくなっているので、そういうことも含めて、制度の変更を検討してくということをご答弁してございます。
　また、学校適正配置の今後の取り組みについては基本的な方針を定めましたので、それに沿って行っていくということになりますが、教育委員会からの情報提供に加えて、学校運営協議会での情報提供、あるいは問題の共有化、こういうものも日常的な形で平常時からやっていっていただくということをお願いしているところでございますので、そういう形の取り組みにしていきたいというふうにご答弁してございます。

　あとは、土曜日授業の実施についてのご質問もございました。

　こちらについては、現在、いきいき寺子屋事業や、地域での活動など様々行っている部分がございますので、そういうものと調整を図りながら、来年度については学校公開を原則として、振替休業日のない土曜授業として行っていくように全小・中学校で取り組んでいきたいというふうにご答弁してございます。

　続きまして、次のページですが、いじめの対策についてのご質問でございます。
　いじめの対応について、色々報告しているところでございますので、その辺についてのご質問でございます。

　教育委員会での取り組みについてご報告するとともに、基本的に、いじめは絶対に許されない人権侵害であるということと、いじめられている児童・生徒の立場に立って対応していく必要があるということで、教育委員会の取り組みについてご説明しているところでございます。

　次の３ページですが、川口議員は質問がございませんでした。

　いしだ圭一郎議員です。

　防災・災害対策ということで、非構造部材の点検、あるいは耐震の方法、あるいは体育館でどうしていくのかというようなことについてご質問がございました。

　答弁といたしましては、文部科学省で、学校施設の非構造部材の耐震化のガイドブックというものが出ておりまして、それにチェックリストがございますので、今年度中に全校で、そのチェックリストにまず沿った形で点検を実施するとともに、体育館その他については既に改修しているところがございますが、その点検の結果を見て改修のことについて、国での検討も、色々と技術的な部分も含めてされておりますので、それを踏まえた形での対応をしていきたいというふうにご答弁してございます。

　続きまして、大山小学校における適正配置の取り組みについてでございます。
　こちらについても、かなり多くの議員さんから質問がございました。

　まず、協議会での運営についての考え方ということで、大山小学校については小規模化を通り過ぎて、過小規模となっているという状況を踏まえまして、来年度、通常学級で３０人程度という可能性も出てきている中で、複式学級が確実になっているという状況です。

　大山小学校については、来年度、学校運営上で非常に大きな課題が生じるという認識のもとに、緊急な対応が必要であるということで、協議会の意見では、それぞれ意見があることを承知していても、教育委員会として準備を進めるべきである、統合に向けた、できる限り早い段階の対応をするべきだということを申し上げたということでご答弁してございます。

　あとは、先ほどご説明したような学校選択制との関連の質問については、重複いたしますので省略させていただきます。

　また、５ページですが、２０年、３０年の先を見越した適正配置について検討すべきではないかということでご質問がございました。

　子供の数の推計については、国ですとか、東京都ですとか、かなり広い範囲で板橋区の人口の推計もされているところです。

　ただし、通学区域単位での人口の推計というのは、現在いるお子さんを前提とした推計ということになっておりまして、将来的な部分について、この地域がどうなっていくのかというのはなかなか把握できないところでございます。
　そういうことをご説明いたしまして、教育環境を整えていくという立場に立って、学校の規模については、教育環境に大きく影響を与えるわけですので、そういう推計を踏まえた対応を今後取り組んでいきたいということでご答弁してございます。

　その下ですが、柔道の畳の総点検と、ソフト畳の導入についてご提言がございまして、柔道の畳の総点検については既に実施しているところですので、安全対策について各学校でとっている状況をご説明いたしました。また、ソフト畳の導入ということでご提言がございましたので、今後検討していきたいということでお答えしてございます。

　あとは、通学路の安全点検の関係で出ております。これについては、今、警察、主管の土木部、それと教育委員会で通学路の安全点検を、安全点検連絡会で実施しているところでございます。

　今、対策も含めてアイデアを持っているところでございますので、それに沿った形で対応していきたいと思っております。教育委員会にも、改めましてご報告させていただきたいと思っております。

　続いて、公明党の稲永議員でございますが、青少年対策ということで、青少年問題協議会で答申されている中身の課題として、青少年センターの設置についてご質問がございました。
　青少年センターについては、今後、既存の施設の活用も含め、検討を開始していきたいというふうにご答弁してございます。

　続いて、７ページ、公明党の佐藤康夫議員です。

　区立幼稚園の民営化、認定こども園化についてご質問がございました。

　区立幼稚園の民営化につきましては、保育園と違いまして、近隣の私立幼稚園の就園状況が、幼稚園的にはかなり子供の数が減っているという状況もありまして、新河岸、高島平地区についての実現は非常に難しいのではないかと考えているというふうにご答弁しております。
　また、認定こども園の制度につきましては、制度の把握に努めて、今後のあり方について検討していきたいというふうにご答弁してございます。

　あとは、学校の適正規模・適正配置について、かなり様々な質問がございました。

　８ページで、先ほどと重複いたしますので一部省略しますが、（４）のところです。学校統廃合とする明確な基準についてというご質問がございました。
　今回の答申では、適正配置を進める明確な基準はないが、どんな対応をすることを考えているのかという質問でございます。

　答申では、小規模校を統合する下限の基準を明確にしてございませんが、複式学級が見込まれるなど、学級として機能しない過小規模となった場合、早急な協議の場が必要であるというふうにされているということで、大山小学校については、そのような状況を踏まえて対応してきているところでございますが、新年度の入学児童の状況を見極めて、保護者協議会の意見を尊重して対応していきたいということでお答えしてございます。

　今後の対応としては、小規模化が継続している場合、児童・生徒数の将来推計や施設の状況等を総合的に勘案して、事前の情報提供や対象校の公表を行い、協議をしていきたいというふうにご答弁してございます。

　その後の質問も、協議の場についてのご質問でございまして、これについても必要な対策を、時機を逸することなく行っていきたいというふうにご答弁してございます。
　続いて、二日目になりますが、１０ページです。

　共産党の荒川なお議員です。
　こちらについても、大山小学校の適正配置の問題、それから学校選択制との関係についてご質問がございました。

　あとは、最後の１１ページですが、教育相談所の充実ということで、いじめ問題も含めて教育相談所の役割が重要になってきているので、蓮根の教育相談所についてのご質問がございました。

　平成２７年度に開設準備してございます教育支援センターでは、現在、蓮根の教育相談所で行っている教育相談などの子供支援の充実を図っていく計画でありますので、今後も、蓮根、成増の教育相談所のあり方については見直していく考えであるということでご答弁してございます。

　続いて８番目、かなざき議員ですが、就学援助の認定基準についてのご質問がございました。

　区の就学援助の認定基準については２３区の中でも最も高い水準になっているということと、平成２２年度の決算では約９億５，７００万円の経費がかかっているということでございますが、他区において認定基準の引き下げを行っている状況や、区の財政状況を鑑み、一定の見直しが必要であるという考えであるということを答弁してございます。

　続いて、民主党の田中やすのり議員でございます。
　いじめ対策について、かなり詳細なご質問がございました。

　次のページについては、いじめの対策を教育委員会で様々にとっているけれども、解決率を公表したり、解決率を学校の評価の対象とするということについての見解、ご質問もございました。

　答弁では、いじめの解決率につきましては約８割がその年度内に解決していますが、年度をまたがって解決に至るという長期間を要するものもあります。

　また、解決率がそのまま学校の取り組みの評価にはつながらないというのが現状だというふうに考えておりますので、公表については慎重な対応が必要だというふうにご答弁するとともに、学校評価については、その解決率をもって評価するのではなく、次のページのところですが、いじめの状況を正確に把握し、学校運営協議会などを通じて、どういう解決を図ってきたのか、あるいはどういう対策をとったらどういうことになったのか、そういうことも含めて情報を伝えていくのが適切なのではないかということで学校を指導していきたいというふうにご答弁してございます。
　あとは、１３ページの（９）です。

　品川区で、いじめに関して出席停止の措置も取るということを視野に入れた対応ということで、品川区では報道されておりますが、その辺についての見解でございます。

　出席停止につきましては、区の規則でも制度としてありますので、出席停止の措置は可能でありますけれども、一方、悪質ないじめで犯罪につながるようなものについては、出席停止よりも警察との連携ということを考えていくべきではないかということでございます。

　出席停止の措置の運用については、いじめの実態、子供の状況等を把握して、慎重に対応していく考えであるというふうに答弁してございます。

　続いて、通学路の安全点検のご質問がございました。
　１４ページで、今回の点検の見込みについてご質問がございまして、通学路の安全点検連絡会で、志村、高島平、板橋の３警察と合同点検を実施しているので、１１月中に対応案をまとめるということで予定しているということでございます。３警察との連携を強めて対応していきたいというふうにご答弁してございます。

　続いて、長瀬議員、合同クラブでございます。
　同様に、いじめの問題についてご質問がございまして、悪質なケースの対応についても、警察との連携も含めた対応が必要なのではないかというご質問がございました。

　「いじめは犯罪」という認識を持たせるということが必要ではないかということでご質問がございまして、いじめは犯罪行為に当たる可能性もありますので、各学校では、教育活動を通じて自他の生命を尊重することができるよう、指導徹底していきたいというふうにご答弁してございます。

　続いて、小学校、中学校での法教育・消費者教育の取り組みについてのご質問でございまして、法教育については出前授業もやっているけれども、その辺の活用についてということがございました。

　こちらについては、外部の専門家などのご協力を得て学習の機会を設けることは効果が期待できるので、各学校の実態に応じて出前授業を活用して法教育の充実を図っていくということと、消費者教育についても同様の取り組みということで、特に悪質商法、架空請求等の対応については、教職員の研修の参加も含めて対応していきたいというふうにご答弁してございます。
　続いて１６ページですが、松島議員です。
　マンション建設とまちづくりということで、大規模集合住宅が建設されることによって児童・生徒数が増加する通学区域の対応についてご質問がございました。

　大規模なマンションが建設を予定されている地域については、情報収集に努め、早目に保護者、地域への情報提供を行った上で、通学区域の変更も含めた検討を開始し、理解を得ながら進めていきたいというふうにご答弁してございます。

　また、コミュニティスクールについてご質問がございまして、今後の対応ということで、（４）ですが、ご質問がございました。

　コミュニティスクールの促進には教育委員会や学校の取り組みだけではなく、地域との連携、協力が必要であるということを踏まえて、現在行っております学校支援地域本部事業について、各学校で根づき、それが発展することによってコミュニティスクールに結びついていくのではないかというふうに考えているというふうにご答弁してございます。

　最後の井上議員については、質問がございませんでした。
　以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　委員長も本山委員も参加されましたけれども、先日、成増ケ丘小学校の道徳の授業を見る機会がありました。その中で、いじめと命の話をされていましたが、とてもいい授業をされていたなというふうに思いました。

　いじめの問題だけではないと思うのですけれども、すごく色んな問題に対して丁寧に対応していく、丁寧に対応するというと時間とか人とかという問題が出てくると思うのですけれども、そういう必要がすごく教育の中で出ているなと感じています。
　それとあわせて、適正規模・適正配置の議論もそうですけれども、例えば、この答弁の中に、学校１校で７，０００万円のコストがかかっています、みたいな話もあるんですけれども、教育委員会の中でお金の話というのは余りしていないんですよね。

　教育はお金で語るものではないというふうな雰囲気もあるのかなと思いますし、我々が幾ら削減しても、それが教育に戻ってくるかどうか分からないという部分もあるのかもしれないですけれども。来年度の予算も非常に厳しい中で、大分、教育委員会も厳しい内容が求められていると思うのです。

　教育委員会は、教育委員会の中で、「お金を生み出す」という言い方がいいのかどうか分からないんですけれども、もっと、何かをやめて、その分、何かはこれで使えるようにしようとかやっていかないと、こういうふうに教育に関して幾ら質問を出していただいても、「あればやりたいんだけれども、できない」ということになると、せっかくいい質問をいただいていても、お互いにストレスがたまるだけの議論になってしまうような気がするんです。

　ですから、いじめの問題をとってもそうだと思いますし、そのあたりも含めて考えていかないと、「でも、なかなかできないよね」という話になってしまうと、とても残念な感じがします。

　そういう議論をこの場でするのがいいのかどうかも、私は分からないんですけれども、そういうことも考えていかないと、なかなかいい形になっていかないのではないかということを感じました。

今井委員　　質問そのものについてではなくて恐縮ですが、区の管理運営規則で、例の出席停止ですけれども、学校教育法の改正を受けて直しているようですが、実際の運用に当たっては何か別に定めるとか書いてあったような、おぼろげな記憶があるんですが、それはもうできているのですか。

　例えば世田谷が、多分、それを膨らませてプレスリリースするみたいなことをやっていたのを見て、「あれ、どうだったっけな」というので不安になったんですが。すみません、今すぐにではなくても、分かったら教えてください。

指導室長　　運営の細かい要綱を規定したものをつくっていますので。

今井委員　　そうなんですか。分かりました。

指導室長　　あります。

今井委員　　ありがとうございます。

本山委員　　谷田委員からもお話があったんですけれども、成増ケ丘小学校で、いじめに真っ向から取り組んでいるクラスがあって、いじめによって妹が自殺してしまったというのを取り上げて、すごくいい授業をなさっていたんですけれども、そのクラスは、ふだんから、悪口を言わないとか、物を隠すだとか、そういうのもいじめなんだということを具体的に示して取り組んでいて、このクラスはいじめが起きない自信があると先生はおっしゃっていました。子供たちも、このクラスではいじめは起きないということを言っていたんですけれども、確かに発言の様子を見ていると、このクラスは起きないなというのを感じたんです。
　各クラスで、小学校は特に担任の取り組みはすごく大事だと思いまして、もう１年生のときから、この学校では、この教室では、こういうことは絶対起こさない、起こしてはいけないという、いじめ撲滅のための板橋区のスタンダードルールみたいなものをつくって、徹底的に刷り込むというか、いじめは絶対にやってはいけないものなんだということを示していくと有効ではないかなと思いました。
　それと、あとは、大山小学校のいきさつを見ていまして、この協議会は理想論だったような気がします。

　総論賛成、各論反対みたいな結果になってしまったと思えまして、話し合いで統廃合を決めていくことはすごく大事なことなんですけれども、もし私がその協議会委員になったとして、自分の代でこの学校を統廃合した方がいいというのは言えないのではないかと思いました。
　客観的に統廃合が必要というふうに思っても、なかなか委員になられた方がその学校に愛着を持っている方たちですから、その方たちが自分から、統廃合しますとか、した方がいいとかというのは、なかなか言いにくいのではないかと思いました。
　この協議会委員の人選というか、委員を決めるときに、その学区域の委員さんだけでいいんですかということを答申が出たときに申し上げましたけれども、その学区域の委員さんだけで、自校を統廃合するというのはなかなか決めにくいのではないかと思いました。

　大山小学校は来年度も存続することに決まったんですけれども、大変過小規模で、例えば運動会の様子などは見ることはできませんでしたけれども、もっと過小規模になった運動会なんて、想像するだけでかわいそうで涙が出てきてしまうようなところがありまして、大山小学校は少ない人数で来年度も運営していくということになって、本当に子供たちに申しわけないなという気がいたしております。
委員長　　大山小学校の問題に関しては、今回の質問の中で、要するに、統廃合の協議会に向けて教育委員会の取り組みが遅かったのではないかという質問が逆になかったので、それは意外だったという感じがいたしました。

　むしろ、質問を聞いておりますと、存続しろというような感じのご意見が多かったような気がいたしまして、このままいきますと、来年４月には、多分、複式学級ができてしまって社会的なニュースにもなってしまうようなことになると思うのですけれども。その時点で、なぜ存続したのかという意見が出てこないことを期待したいというか、思っております。
　教育委員会は、何回か前の委員会の中でも、過小規模を早期に解決するためには今年度末の統合がいいんだという意見であったということは再確認しておきたいなというのはあります。

　先ほど、谷田委員から学校のコストの話があったんですけれども、当事者は当然そんなことを考えませんけれども、区民、一般から見ると、そういうことは重視しなければいけないのではないかなという気がします。

　教育委員会は、あくまでもコストの問題ではなくて、教育的な見地から統廃合を検討しなければいけないんですけれども、一般区民はコストも念頭に置いておられるのではないかと思います。

　あとは、選択制についても色々提起されておりますけれども、特に今回の大山小学校の問題に限って選択制を云々するというのは間違っている部分があると思って、板橋区全体で考えなければいけないと思いますし、仮に大山小学校だけ選択制をとらないということになると、それは、そこの地域の保護者に対しては大きな差別になってしまうので、そのようなことはできないと思います。

　仮に、大山小学校だけ選択制をしないということになれば、ある町会からは、自分の町会の学区域は別の学校に移してほしいというような要望が多分出ていってしまうのではないかなというふうに思いますから、そんなことをやっても児童数は増えないのではないかと思いました。

　いじめの問題に関しましては、板橋区のいじめのアンケートの件数が非常に多かったということが提起されておりますけれども、このいじめの内容について細かい説明が多分なかったので、単に数が多かったということだけが問題にされていたのではないかと思います。今日、後の報告でも、そのアンケート結果の内容等の分析がありましたので、そういったものがあらかじめ公表されていれば、板橋区にいじめが多いのではないかというような質問はなかったのではないかというふうに思います。

　それから、通学路に関しては、２件の交通事故がありまして、議会をやっているときは１件だけでしたけれども、問題になっているわけでございます。通学路に関しては、必ずしも交通問題だけではなくて、道路の状況とか、あるいは地震等の災害時の問題とか、あるいは、人間というか、不審者等が出やすい場所とか色々あるので、その辺も含めて点検していただいたらいいかと思います。

　あとは、非構造物の耐震診断について、体育館のことが質問に上がっておりますけれども、大体、体育館は天井がないので、天井板が落ちることはないと思うのですけれども、照明器具ですとか落下物はあるので、その対策は色々しなければいけないと思っております。

　特に、バスケットゴールが天井から吊してあるのがあって、あれは落ちてこないまでも、仮に余震があると絶対に揺れるので一番こわい。運用上すごく使いづらくなるんですけれども、二重のワイヤーをかけるとか、そういう対策も必要になってくるかなと思います。

　あとは、天井に関しては、体育館は、恐らく入口ところだけは天井があるので、その辺が落ちると、もう全部入れなくなってしまうので、そこだけはしっかり点検した方がいいかなというふうに思いました。
　私は以上です。ほかにございますでしょうか、どうぞ。

今井委員　　大山小学校の運動会に行ってきました。見事ですよ。本当にあの人数でどうやると子供たちも観客も見栄えがよく、寂しくないかというのを考え抜いていて、要するに、式典にしろ何にしろ、この状況で学校を預かった校長なり、担任なりは、ベストを尽くそうとしますから、そんな「かわいそう」なんてことを委員が言ってはいけません。来年も、そういうトーンでなされるはずです。
　それから、そういう状況の学校をあえて選ぶ保護者がいけないとは言っていません。学務課長がはんこを押したんですから、それは我々が認めたということですから。来年の大山小学校が複式学級になるのは、一般論としては望ましくないけれども、現にそこでやっている学校の教育活動には最大限の支援をするというのが教育委員会の姿勢だと思います。

　それから、いじめ関連の答弁で、例えば解決率とかのご質問への回答は見事ですね。素晴らしいと思いました。

　以上です。
本山委員　　大山小学校の運動会の様子を聞いて安心いたしまいた。そうですね、かわいそうなんて言ってはいけませんね。
今井委員　　ただし、コストは、谷田委員とか議員さんのご質問にあるように、多分、国と都と区で支払う金額というのは、１人当たり四、五倍という格差がある中で、区民、納税者の方の納得をどうやるかというのは、また別問題なので考えないといけないですよね。

教育長　　今回、大山小学校の協議会を開きましたけれども、協議会を開く進め方について本山委員から疑問が出されましたが、私は、色々非難はもちろんありますけれど、協議会を開いて本当によかったという印象です。

　確かに、教育委員会としては、私は６回目に出て、最後に結論を出すときに出て、教育委員会としてはこう考えていますというのを冒頭申し上げたわけですよね。「もともと、教育委員会としてそういう方針を持っているんだったら、こんなのをやる必要がないではないか」というようなことも随分言われました。

　でも、教育委員会として、どこの時点で意見を述べるのかというのはすごく悩んだところなんです。一定の方針を出しつつ協議会をやるのか、一定のところまで論議が進んだ段階で出していくのかというのは、これからもその時々に考えなければいけないなという、すごく難しい問題だとは思うんです。

　ただ、ああいう協議会を開く中で、大山小学校を、地域の方々、それから同窓会、色んな人たちが本当に子供のことを考えなければいけないという、そういう真剣に考えていただく、すごくいい機会を皆さんに持っていただいたのかなというふうに思っています。

　多分、あそこでああいう形でやったことが、今、今井先生がおっしゃったような、私も話を聞きましたけれども、素晴らしい運動会、地域も卒業生も皆で一緒にやったんだそうです、そういう運動会になっていっていると思います。

　これから、１年はやりますけれども、その後どうなるかというのは、もう少したてば結論は出てきますけれども、たとえ１年間、本当に人数が少なくとも、多分、そこにいる子供たちを皆で、地域の中でどう育てていくのかというのは、ああいう協議会をする中で地域の皆さんが本当に真剣に考えて、実際に手も出し、口も出して一緒にやっていただけるようになるのかなというふうに思っています。

　今回、大山小学校の場合は緊急にああいうふうになってしまいましたから、かなり緊急に協議会を立ち上げてもらいましたけれども、これからは早目、早目に情報を出して、必要なところは早目に協議会をつくっていただくようになりますから、その間に、本当に地域の人たちが地域の子供を集めたり、学区域をこう変更したらいいのではないかと色んな提案があったりすると思いますので、そういうことも含めて、この学校の子供たちをどう一緒に育てようかという、そういう場として協議会は上手く機能していってくれそうだなという印象を持ちました。

本山委員　　私は、協議会そのものを批判したのではなくて、協議会の人選です。当該校の人たちだけでお話し合いをすると難しいのではないかなということを感じていまして、協議会を開くんだったら、あそこは仲町地区ですか、仲町地区の全体で考えるとか、隣接学区域の全体で考えるとか。当該校の人たちで話し合っていると、なかなか難しいのではないかなということを感じまして、そのことを申し上げました。
新しい学校づくり担当課長　協議会委員のメンバーの件ですけれども、委員がおっしゃるような形で少し広い範囲ということも、大山小学校は、正直、単一の学校の問題という状況もあったので、どうしたらいいかということで悩んだところです。

　仲町支部という中にありますので、協議会を立ち上げる前の段階では、仲町の支部の、具体的には町会長会議などに出て、支部としても協議等に入っていただけないかというご相談もさせていただいたんですけれども、今回に関しては、支部の判断として、該当区域だけで任せたいというようなお話をいただきました。

　また、支部的には分かれる熊野支部であったり、該当する町会長さんの地域の方なども別にお会いして、協議の状況というのはお話をさせていただいていたところですけれども、仮に統合等になった場合には周辺の小学校にも影響が出てくるんですけれども、今回に関しては、しばしその状況を見守りたいというようなお話をいただいたので、結果としては、ずばり該当する地域の関係者というような形になってしまったんです。
　少し広いエリアで考えていくということは、その学校や検討する学校によって違いますけれども、十分考慮していかなければいけないというふうに考えています。

今井委員　　大山小学校の運動会で、教育長が言ったことで思い出したんですけれども、体育主任の先生は、何をやっても疲れなそうな先生ですが、でも、運営が大変そうで、中学生が手伝いに来ている。その中学校の先生がそれを見に来ていて、「きみたち、本当に役に立っているのか」みたいに冗談めかしてねぎらっている、非常にいい連携が見えました。
教育長　　本当に小中連携を進めてきていますけれども、そういうところで中学生のボランティアが活躍したりというケースが多々見受けられるようで、すごくいい形で進んでいるかなというふうに感じています。

委員長　　よろしいでしょうか。

（はい）

○報告事項

２．第１１回櫻井徳太郎賞論文作品の応募状況について
（資料生―１・生涯学習課）

委員長　　それでは、報告２に移ります。「第１１回櫻井徳太郎賞論文作品の応募状況について」、生涯学習課長から報告願います。
生涯学習課長　　それでは、生―１の資料をご覧ください。

　第１１回を迎えました櫻井徳太郎賞の応募状況でございます。

　まず、１点目の募集方法及び募集締切でございますが、（１）の募集方法につきましては、①から⑤のホームページ、ポスター掲示、あとは学会のホームページに掲載依頼するなど、様々な手段を使いまして募集に努めたところでございます。

　募集の締切日につきましては、高校生の部及び一般の部が１０月５日、小中学生の部が９月７日と分かれておりまして、既に締め切ったところでございます。

　次に、２点目の応募の状況でございますけれども、一般の部が８編、高校生の部が２７編。小中学生の部が２２９編で、内容は小学生が１編、中学生が２２８編でございました。

　昨年に比べ、一般の部以外は応募数が少なくなっておりますが、内容的には、とりわけ高校生の部においてレベルの高い作品が見られるという報告を受けているところでございます。

　３点目の今後のスケジュールでございますが、第１回目の審査会は、日程の調整中でございましたが、昨日、１１月５日月曜日の午後に開催することが決定いたしました。
　また、第２回目の審査会を１２月上旬に行う予定でございまして、授賞式を来年１月２６日の土曜日、午後２時より文化会館大会議室で行う予定でございます。

　ご説明は以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

教育長　　小中学生が２２９編来ていますけれども、そのうち、板橋区内はどのぐらいありますか。

生涯学習課長　　今のところ、区内が１６２編です。今年は、今までずっと応募していた中学校の応募がなかったものですから、１００編ほど減っておるわけでございます。

委員長　　そうですか。

教育長　　指導していた先生が異動したんですかね。

生涯学習課長　　その辺はまだ聞いておりませんけれども。

委員長　　そうなんですよね。特に小学校、中学校は担当する先生次第で非常に変わってくるし、高校もそうですよね。高校も、以前は大山高校が多かったのが、有徳高校に移ってしまった。先生が異動していたというのがありますので、是非、先生方が指導していただけると、いい作品も出てくるのではないかというふうに期待しております。

生涯学習課長　　小学校が１編ということで寂しいので、来年から、対応としては、校長会でお知らせするだけではなくて、もう少し担当の先生たちにもお知らせする工夫を、是非していきたいというふうに考えております。

委員長　　では、よろしいでしょうか。

（はい）

○報告事項

３．人事情報
（資料指―１・指導室）

委員長　　では、報告３「人事情報」について、指導室長から報告願います。
指導室長　　指導室で所管しています県費負担職員と非常勤職員の人事で、毎月の頭に報告させていただいているものでございます。９月３０日現在の報告をさせていただきます。
　括弧内にあります休職者を含めまして、総勢が１，８４５名であります。８月末から１名の増となっています。
　増減の要因ですが、減となっている者が、８月３１日付で退職された先生が１名。これが減要因１です。２名につきまして増えておりまして、期限つきの任用教員が２名入っております。都合１名増でございます。

　休職者等については全体で８９となっておりまして、２名の増でございます。
　増減の要因につきましては、増員が３名ですが、病気休職者が２名、育児休業が１名で、３名。

　減要因については、育児休業から出産休暇に入られたという方が１名ということで、これが減要因の１。都合２名増えているという勘定であります。これについては正規職員のことであります。

　裏面にいきまして、非常勤職員について、学習指導講師でございます。
　９月３０日現在で１５３名ということで、この数字については８月末から同じであります。

　９月の内訳はそこに示しておりますが、８月末で１５３でしたので、２名を採用したところですけれども、その後、退職が結果的に２名出たということで１５３であります。この２名の退職分につきましては、１０月１日現在で既に採用しておりますので、本日現在では１５５の定数を満たしているということでございます。

　（２）以下の非常勤職員については、変動はございません。

　以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

　８月末の退職の先生というのは、この時期に退職されるのは何か理由があるんですか。
指導室長　　学生のときからご病気のあった方で、仕事を続けていこうという気はあったのですが、治療に専念したいということで、ご本人からも退職の申し出が８月に入ってすぐくらいにございましたので、8月末のご退職でございました。
委員長　　ほかに何かございますでしょうか。

（なし）

○報告事項

４．区立小学校児童の交通事故について
（資料指―２・指導室）

委員長　　それでは、報告４「区立小学校児童の交通事故について」、指導室長から報告願います。
指導室長　　以前にもお伝えしている内容ですが、改めてご報告させていただきます。

　小学校児童の死亡事故が２件続いたということで、その１件目と２件目。それから、今後の対策のご報告です。
　１件目につきましては、板橋区立高島第二小学校。発生したのは、９月２８日の午前７時５５分、登校時ということでございます。

　発生場所は、高島平二丁目。ちょうど高島第二小学校のプールのあたりと、南側にあります高島平二丁目公園の間の交差点、横断歩道があります。

　亡くなった方は高島第二小学校の２年生の女の子さん、徳丸八丁目にお住まいです。

　事故の概要ですが、登校時に交差点の横断歩道を渡っている途中で、当該事故が、右から直進してきたバイクと接触しました。救急車で日大板橋病院に搬送されましたけれども、１１時前に死亡が確認されたということでございます。

　２件目につきましては、その翌週の１０月１日、都民の日で、学校がお休みの日でございましたけれども、残念ながら死亡事故が発生しております。

　午後４時１５分ごろ、発生場所は、板橋区東坂下二丁目、国道１７号線でございます。

　亡くなった方は、志村第六小学校に通われている２年生の男のお子さん、東坂下二丁目にお住まいです。

　事故の概要でございますけれども、国道１７号線を横断しようとしたところ、右から来た軽ワゴン車にひかれました。日大病院に運ばれましたけれども、６時過ぎに亡くなったということの確認がされております。

　これを受けまして、今後の対策といたしまして、教育委員会から５点お示ししております。

　交通事故防止に向けたに指導の徹底ということにつきましては、これまでも徹底していたところですけれども、改めて、この機会を通じて、ここに示す３点について学校から子供に指導するようにしております。

　また、２番目の教職員の研修会での注意喚起ですが、１０月２日に校長研修会、それから４日にも副校長の研修会がありましたので、東京都警視庁の本庁の方をお呼びして、都内の事故の状況等を踏まえてお話ししていただいたりしております。

　また、都内の関係課と連携をとりまして、安全・安心パトロールの実施であるとか、交通安全施設の整備をどのようにしていくかということについて、既に検討に入っております。

　警察と連携した対策としまして、各学校での交通安全の教室であるとか、通学路の点検等を実施するように指示したところであります。

　また、今回、家庭での注意喚起としまして、特にこの２番目の事故については、この場所で渡っている大人の方も結構既にいらっしゃったという状況もありましたものですから、ＰＴＡ、あるいは地域の方と連携して、大人自身も気をつけていく必要があるでしょうということで発信しております。

　今日、別添でお配りしております教育長メッセージを１０月３日に発信しまして、直接、教育長から子供たちへということが１つと、それから、お家の方々や地域の方々、関係の方々も、ご自身でも交通安全に十分配慮していただくとともに、子供たちの安全を守っていただきたいということの発信をさせていただいたところであります。

　以上で報告を終わります。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　その後の両校の学校の様子というか、我々が何か聞いておくべきこととか、特には。

指導室長　　両校とも、指導主事が何日か行きまして、学校の子供たちの様子、特に当該学年は両方２年生ですので、教室の様子も聞いてきましたけれども、子供たちは至って落ち着いて学習に取り組んでいるということでありました。事故の直後は、亡くなったお子さんに向けたお手紙を書いたりして過ごしたということでありました。

　カウンセラーも両校に派遣していましたけれども、カウンセラーから見て気になるお子さんは何人かいるということですが、直接、カウンセリングをしたり、相談をするには至らずに子供たちは過ごしているということです。

　上の高島第二小学校について、実は、担任の先生が直接事故の現場に駆けつける形になりまして、その子供さんを直接見ているもので、ショックが大きいということはあったそうで、カウンセラーが中心になって対応しているということですが、授業に支障がないようにということで、本人も頑張って子供たちの勉強には取り組んでいるし、自分も研修会等には積極的に参加するようにしているということであります。

　以上です。

委員長　　高島第二小学校の事故については、翌日の運動会に、寺西次長と現場を見てきましたけれども、すごく見通しのいいところで、こんなところでぶつかるのかと思うぐらい見通しがいいところだったんですけれども、横断歩道を歩行中の事故なので、明らかにオートバイの方の問題だとは思うのです。

　ただ、そうは言っても、自分がけがをしては仕方がないので、安全教育は、交通ルールを遵守していても事故はあるんだということを子供たちにも教えていかなければいけないかと思いまして、教育長のメッセージにも、「信号が青であっても必ず左右の安全を確かめて」というのがあるように、守っているだけではだめなんだというのが最近の事情ではないかと思います。
　ここの横断歩道は、特に通学路ではないということですけれども、恐らく、こちらの方向から来ると、ここを通った方が学校には近道になるのではないかという気がしまして、それで渡ったのではないかと思います。

　例えば、ここの横断歩道に信号機を設置することを要請するとか、ここの道路のスピード、制限速度がどのぐらいか分かりませんけれども、その辺も、再度検討してもらうということがあってもいいのではないかなという気がいたしました。
　あとは、子供たちについては、車の速さと距離との目測が十分とれる訓練も必要かなと。遠くに見えていても、スピードがあれば当然すぐ来るわけで、その辺の感覚をどこかで養っておかないといけないかなという気がいたしました。

　２番目の志村第六小学校は、本来なら歩道橋を渡るところを、日常的に大人の人がそこを渡っていたということで、その辺の構造が、ガードレール等がどうなっていたのか分からないのですけれども、ガードレールをまたいで渡っていたのか、渡れるようなすき間があって渡っていたのか、その辺のところが分からないので、その辺は大人も、ある程度、渡れないような形にすることを要望したらいいのではないかというふうに感じました。

　この辺の交通ルールは、地域の町会とか自治会の交通部さんが安全週間に立ったりするわけですけれども、その辺を日常的にも気をつけて見てもらうように町会にも要請した方がいいのではないかなというふうには感じました。

　以上でございます。

次長　　今ご指摘の件でございますが、まず、高島第二小学校につきましては、所管の土木部を通じまして、信号機の設置について高島平警察にご相談させていただいております。しかしながら、何分にも距離が近いところなので、要検討ということになってございます。

　また、学童養護員について、今年度の措置といたしまして、この場所に学童養護員を配置しまして、渡らないようにという指導をするような形で、対策はとってございます。
　それから、志村第六小学校の件なんですけれども、横断禁止の場所を児童が渡っていたということで当初は信じられなかったわけですが、今、室長からもお話があったように大人も結構渡っているというところのようです。

　早速、こちらについては志村警察に私が伺いまして交通課長さんとお話をさせていただいて、実際に横断禁止にはなっていても、駐車場の入口ですとか、道路が接道しているというところはガードレールがないところがありますので、抜本的な対策はなかなか難しいんだけれども、国道事務所に、中央に、中央分離帯みたいなものはつくれないようですけれども、何らかの、渡れないようなものを講じられないのか、警察からも申し入れていただいているようです。

　とりあえず、警察としては、横断禁止であるということを、横断幕を設置して注意喚起していただいて、あるいは巡回を強化していただいているというようなお話を聞いてございます。

　中山道のこの地点以外にも、高島通り等で横断禁止になっていても渡っているところは結構あるようなんです。これについては、近隣の学校も含めて情報を取りまして、同じく志村警察さんには、そのときに、そういう場所もあるようだけれどもということでお話はして、そこも含めた対策ということでお願いしてまいりました。
　ただし、道路の幅員とか道路管理の問題とかがありますので、検討させてくれということでございました。

本山委員　　区の教育長の文章にもあるんですけれども、信号が青であっても左右の安全を確かめるということは大事です。車とかが当然とまると思って行動している人は、大人も含めて多いんです。

　車を運転していますと、自転車や何かでも、ヒューッと出てくるのは日常茶飯でございます。安全を確かめないで出てしまう。向こうが止まってくれるだろうというふうに思うんでしょうけれども、本当に、「１つしかない大切な命を守るのはあなた自身しかないんですよ」ということを言っていただいて、自分の身を守る、けがをしないように、命を守るように身の回りの安全を確認するということを、いま一度伝えていただけたらと思います。

今井委員　　人の動線と交通規制が、多分、合っていないので。道路のそういう施設、規制の考え方は結構変わってきているのではないか。多分、歩道橋さえあればいいという時代の産物なので、その辺の発想ですよね。例えば、何か工夫して横断歩道がつくれるのかとか、そういうところまで話が展開していくと嬉しいですね。

委員長　　そうなんですよね。人間主体で考えると横断歩道をつくった方がいいんですけれども、車の流れを考えると、歩道橋の方が車に対してはいいということで、多分、そういうふうに今まではなっていたんですけれども、これからは車だけ優先して考えていくわけにはいかないなという時代になっているのではないかなと思います。

本山委員　　先ほども申しましたけれども、信号無視というか、そういうのも考えられるわけですから、とにかく、青でも左右の確認というのはしっかりしていかなければならない時代だと思います。

教育長　　この事故を受けて、各学校でも交通安全教室を再度、警察と連携をとりながら強めてやっていただいているんです。にもかかわらず、今週になりまして、また２件。骨折で済みましたけれども、交通事故が起きてしまいました。

　横断歩道ではないところを、右側だけ見て、左側を見ないで渡ってしまって、来た車にぶつかってしまった。そういう、本当に口を酸っぱく、子供たちに、交通ルールを守るというのと、安全確認を自分でしなければいけないという話を徹底してやりたい。校長もショックを受けてしまっていますので、その辺は、今後とも交通安全の意識向上を強めていきたい。
　今年は本当に多いんですよね。小さな事故で済んでいるものが多いですけれども。こんなに死亡事故が２件続くということは、今までなかったことですので、これを契機に、交通安全意識については、より一層強めていきたいと思います。
委員長　　では、よろしいでしょうか。

（はい）

○報告事項

５．いじめ及びいじめの疑いがあると思われる事例の対応状況についての調査結
　　果について
（資料指―３・指導室）

委員長　　では、報告５「いじめ及びいじめの疑いがあると思われる事例の対応状況についての調査結果について」、指導室長から報告願います。
指導室長　　資料「指―３」でございます。
　いじめの件につきましては前回もお伝えしたと思いますが、大津の事件を受けまして、７月に緊急調査というのを行っております。
　それが、都教委からもマスコミ報道があったとおり、各区市町村のいじめの認知件数が何件だというような報道になったわけです。その調査で把握したいじめ、あるいは、そのときにいじめの疑いがあると思われたいじめについて、追跡調査を行っております。その結果が今日お示しした資料であります。
　追跡調査は９月に行いましたので、実際に学校が対応したのは夏休み中ということで考えていただければよいかと思います。

　表が小学校、裏面が中学校であります。

　表の小学校につきましては、いじめの認知件数が、７月の調査で１８１件。そのうち、９月までに解決した件数が１２５件ということで、６９％。

　それから、いじめの疑いがあると思われる事例については、疑いがあると思われる件数は１６８件あったわけですが、そのうち、いじめと分かったものについては９７件、それを解決したものが５９件ということであります。

　この疑いのある方の解決件数が少ないのは、恐らく、いじめかどうかをジャッジするのに時間がかかったこともあろうかと思いますし、そういったような意味合いもあって低いのかなというふうに分析しています。

　一番下の５番のいじめの事例の態様というものですが、どういったものがいじめとして認知されたかというと、例えば、一番多いのが、冷やかしやからかい、悪口、脅し文句、嫌なことを言われるというのが小学校の場合は多く、次に、軽くぶつかられた、遊ぶふりをして叩かれた、蹴られた、こういったことが多いことの事例になっています。

　学校が難しいのは、この「嫌なことを言われた」ぐらいをいじめと認知するかどうかというジャッジが難しいんですが、今回は、疑いのあるものまで全て見てくださいということだったのでこの数字になっているかと思います。

　また、「遊ぶふりをして叩かれた」というのも、それはいじめなのかということの論議もあるかと思いますけれども、それもカウントしているということです。
　裏面が中学校でございます。

　中学校については、いじめの認知件数は、７月の時点で２６件の報告がありまして、解決件数が１９件、７３％であります。

　また、疑いのあった件数は１６５件ありましたけれども、実際にいじめだと分かったものは６９、解決した件数は５１件であります。

　いじめの状況です。小学校と似ていますけれども、冷やかし、からかい、嫌なことを言われるといったケースが比較的多く、次に多いのが、遊ぶふりをして叩かれた、蹴られたというのが多くなっています。こういった状況であります。
　東京都では、区市町村全体のデータをまとめて、１０月２５日の都議会定例会で報告の予定ということで、その後、プレス発表ということになるそうです。

　したがいまして、その翌日の報道等には、どういう形か分かりませんけれども、各市町村のデータがまた載ることになろうかというふうには思っています。

　以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　対応していただいて、未解決の件数というのが少ないんですけれども、それが報道に載るんですね。

指導室長　　今回の調査のものは全部、東京都は出すということなので、新聞に載るかどうかは報道機関が決める。データは全部出すということです。

本山委員　　そうですか。板橋区のいじめの件数はすごく多いということで、皆さん心配しておられたんです。「多いけれども、学校の先生が対応してくださっている数も多いので、そこのところを見てください」と言ったんですけれども、そういうふうに学校が対処しているという件数も、区民の皆さんに分かっていただきたいですし、それから、特に、学校に関係してくださっている方たちに板橋区がいじめの数が多いんだというのが示されてしまったんですけれども、対処している数もすごく多いんだよということが分かっていただけるように、何らかの情報を発信していただきたいと思います。

　読売新聞で出たんだそうですね。板橋区がすごく多いというふうに出て、世田谷がすごく少なく出た。あの報道を見られたという方が多くて、「だけど、板橋区は対応してくださっているんですよ」と申し上げたんですけれども、そのことが伝わっていない。
指導室長　　新聞各社では、板橋区は多いですねという話はされていたので。ただ、結局、件数だけを紙面に載せた新聞社が多かったので、その時点でも、対応しているかどうかについての数字というのは、データとしてはあったんですけれども、表には結果的には出なかったということですので、何か分かっていただける方策はしていきたいと思っております。

　学校は、いじめをなくすことはできないという認識で、いじめはだめだということは子供に言ってくださいということは強く言っていますが、なくすことはできないので、「認知件数をゼロにするというつもりはなくていいです」というふうに校長にも言っています。
　件数が多い、少ないで学校の価値が決まるわけでもないですし、先生方がいい、悪いということも決まるわけではない。だけれども、やってほしいことは、見逃しがゼロであってほしいということを、この間の校長会では話しました。分からなかったとか、気がつかなかったということがないようによく見てくださいという話をしております。

　そして、本山委員がおっしゃったように、どう取り組んでいるかということが大事なところなので、そこを是非、学校もアピールしてくださいという話はしております。

今井委員　　数で色々ご批判が出るのかなと思って。前回、数字を見たときに「認知と疑いの比率」という資料で、板橋区はすごいよねという話をしたんですが、本当は、いじめがあったとして、しっかり認知され、対処している比率というのを、ベイズの定理というのを使って、ラフにやろうとしていて間に合わなかったんですが、そういうのを比較すれば、多分、その部品になる疑いと認知の比率というのを考えると、世田谷区より全然板橋の先生が頑張っているというのは一目瞭然になるでしょうし、数字上の数が少ないということを目指しては絶対にいけないのがいじめの世界ですから、室長がおっしゃったような方針が正しいと思います。
指導室長　　ちなみにですけれども、世田谷区の数字はそれほど多くないので、恐らく違う区のことだと思います。

本山委員　　いじめ件数ですか。

指導室長　　そうです。世田谷は、うちと同じぐらいの件数がある、他の区の方で。

教育長　　目黒区がゼロ。

本山委員　　目黒ですかね。

教育長　　ちょっと考えられない。

指導室長　　目黒は疑いの件数がゼロということで、色々、取材も受けたようですが、目黒区教育委員会としては直前に学校全体に調査をかけたので、疑いのものはなく、いじめの認知か、そうではないということをはっきりできたのでゼロだというようなことでありました。

本山委員　　いずれにしても、いじめの疑いのある件数が多いのは、決していけないことではなくて、疑わしきにも対応していただいた方がいいですので。そこのところを、対応していただいている件数を区民の方たちには分かっていただきたいなと思いました。

委員長　　一応、いじめについて自分ながら分析してみたんですけれども、恐らく低学年のうちは、自分と違う人を見たら、そのことを指摘するのは当然の感想であるし、変わったものを見たときに言うのは好奇心。だけど、言われた本人から見れば、自分が気にしていることを言われたということになるから、それは、いじめはいじめですから、積極的な本当のいじめと、消極的ないじめと両方あるように思いました。

　そういった消極的ないじめについては、学校で学ぶうちに、他人が嫌がることを言ってはいけないということをだんだん教育されていくと思いますし、特に、本来ならば家庭内で、子供のうちからそういうことは教育されてくるべきなんですけれども、何となく余り家庭内の教育がなくて、皆、学校に任されている感じもあるので、学校でもやると思います。

　何年か前ですけれども、選択制で、ある小学校にいた子供が４月早々いじめられたと言って。いじめられたと言ったのは親ですけれども、転校したケースがあるんですけれども、それは恐らく、いじめた方はいじめとは全く思ってなくて、その子について何か感想を述べたのか、質問したかということが、その子にとってはいじめというか、その親にとってはいじめととられてしまうようなこともあるので、そういう意味では、室長が言われたように、いじめがゼロというのはあり得ない。

　そういうものもたくさん出てくるけれども、高学年になるに従って、そういったことが教育されてくればなくなってきますけれども、高学年になっても、本人は親切心のつもりで注意して言ったことが、相手にとっては必ずしもそうとれないというケースも、いじめというケースになってしまうので、その辺のいじめの数としてはゼロにはならないと思います。

　だけど、それは親切で言ったんだということがお互いに理解できれば解決する問題なので、その辺を、周りの人が上手く調整していただければよくなるのではないかなというふうに思いました。

　よろしいでしょうか。
（はい）

○報告事項

６．学校ネットパトロールの実施について
（資料指―４・指導室）

委員長　　それでは、次に報告６になります。「学校ネットパトロールの実施について」、指導室長から報告願います。
指導室長　　資料「指―４」、横の資料でございます。

　以前もお伝えしておりましたけれども、１０月に入って、学校ネットパトロールを、１月間だけ試験的に実施させていただいております。
　このネットパトロールの事業につきましては、小学校の教育会と中学校の研究会、私どもと共同で行っているというものでございます。

　事業の概要につきましては、１枚めくっていただきまして、調査期間が１０月１日から３１日まで。幼稚園も含めて７９校全てを対象としまして、ネット上の監視を行いまして、そこから引っ掛かったものについて会社から報告が来るという状況であります。

　報告書については、その次の３ページ目にあります「調査報告書」というのが１０月３１日に終わった時点で各学校ごとに回ってくることになっております。

　調査の程度ですけれども、一番最後のページにリスクレベルの分類というのがありまして、こちらの会社では、この「低」「中」「高」のレベルについてネットのパトロールをしております。

　この３段階のうち「緊急」、犯罪・自殺の予告であるとか、重大であるというケースについては、月末を待たずに指導室に連絡が来て、学校ですぐ対応できるようにとなっております。

　現在のところの数字はどうかというのを会社に問い合わせをしたところ、１０月１０日に回答を得ましたけれども、８３件あるということであります。この半数が、今のリスクレベルでいう「低」レベル、つまり注意が必要なレベルでありますが、個人情報も若干あるということであります。

　また、大半は、少なくとも学校名が特定できるものであるという、業者からの報告が入っております。また、緊急性の高いものというのは、今のところ検出はないということであります。
　１０日足らずで８０件ということでございますので、今後、数字がどのようになるか、想像がなかなかできにくいところでもありますけれども、数としてはもう少し増えるかなということが予想されるということであります。
　また最終的な結果が出ましたら、この場でご報告させていただきたいというふうに思っています。

　以上でございます。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　報告を受けてということになるんだと思うのですけれども、多分、こういう話は、保護者の方の関心がすごく高いみたいですね。
　特に、逆に小学生もそうかもしれないけれども、中学生の保護者の方がもしかしたら関心が高いのかなと思ってしまって。どちらかというと、公立の学校は、小学校の保護者の方が学校にもたくさん来ていただけるし、協力していただく部分も多いなという感じが、イメージとしてあるんですけれども、こういうものは、逆に中学生の保護者の方に関心があるとすれば、そうやって学校と一緒になって子供の成長などを考える、いい機会になると思いますし、報告を待ってのことだと思いますけれども、保護者と、学んだことをどういうふうにいい方向に持っていくかというのは、具体的に考えていく必要があるのではないかと思っています。
委員長　　直接これに関係ないんですけれども、ホームページが充実している学校と、そうでない学校、かなり更新していない学校とか色々あって、そういった面に関心がある学校と、ない学校というのが、何となくありますけれども、関心のない学校では、こういったものについても余り関心がないかなと。

　ですから、ホームページをしっかりしているような学校は、こういった面についてもかなり気を使っているかなという気はいたします。
指導室長　　学校の教員は、裏サイトであるとか、ＳＮＳであるとか、なかなか分からないという現状もあると思いますので、今後、研修を予定しているんですけれども、こういった、闇の、裏側の世界があるということを教員も知った上で、子供たちには指導するようにということで啓発しておるところです。
委員長　　今後とも、引き続きよろしくお願いいたします。
○報告事項

７．平成２４年度「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活運動習慣等調査」（東京都統一体力テスト）の結果について
（資料指―５・指導室）

委員長　　では、報告７「平成２４年度「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活運動習慣等調査」（東京都統一体力テスト）の結果について」、指導室長から報告願います。
指導室長　　資料「指―５」でございます。
　いわゆる、昔で言うスポーツテストというふうに考えていただければよろしいかと思います。
　これにつきましては、今年度４月から６月までに、各学校、全ての学年で体力テストとして実施しております。
　その実施の結果につきましては、東京都全体でも集約しまして、既に各学校には、東京都と比較したデータ、個人のデータも返ってきているところであります。

　今日お示ししたのは、一番右の四角から２番目の体力合計点を見ていただきたく、資料を提出しております。

　それぞれの学年の、白い方が平成２３年度、それから網掛けになっているのが平成２４年度、今年度の数字です。

　例えば、一番上の小学校１年生の男子ですが、昨年の２８．６が合計点ですが、２８．９と、０．３ポイント上回っている。

　２学年を見ますと、３５．６が３６．８と１．２ポイント上回っているということで、ずっとそのように見ていただきますと、ほぼ全ての学年で、昨年度の同じ学年の子供たちよりも数値は上回っているところが見受けられると思います。

　ただ、第６学年につきましては、実は、男女とも昨年度のデータを下回っているということでございますけれども、この分析はまだ不十分なんですが、実は、この学年が、どういう理由か分かりませんが、昨年度も、この子たちの数値は余りよくないというような状況がありますから、特別な学年なのかなと考えているところです。

　そうは言いましても、全てのほかの学年で昨年度の結果を上回っているということは、体力向上について少し上向きになったのかなというふうに思っています。

　これは各学校で、１校で必ず１つの取り組みを何か行いなさいということの指導もありますし、体力向上推進委員会を立ち上げて、各学校で体力向上について取り組んでいることの内容を情報交換するような機会もありましたので、その成果ではないかというふうに思っています。

　それから、一番右の四角は東京都の平均データですが、これと比較していただきますと、小学校については東京都より若干下回っているという状況です。

　東京都の体力は、全国的に見てもさほどよくないということなんですが、小学校については、東京都は大分上向きで、全校平均にかなり近づいた線まで来ております。そういった意味から考えると、板橋区の小学校の子供たちは全国平均にかなり近づいてきているというふうには読み取れるかと思います。

　それから、中学校につきましては、東京都と比べていただきますと、実はいいです。というのは、これは東京都が全国レベルからかなり低いところにあります。板橋区の中学生の子供たちは、そういった意味では、東京都全体の平均よりも頑張っていると思いますし、かなり全国レベルの体力向上の水準まで近づいてきているところだと思っています。
　全国の平均値は今年度中には出ないで、直接の比較はできないんですが、基礎体力向上については上昇傾向が見られるのではないかというご報告でございます。

　以上です。

委員長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

今井委員　　脳科学ネタですみません。脳科学で、運動と学力は関係あるよねという方向になってきているようです。こういう種類の運動だと計算とかそういう方面、こういう種類の運動だと、みたいなところまで出てきているので、そういう意味からも、体力向上は大事だと思いながら見ていました。

　それから、小学校は、東京都より低いとはいえ、多分、これは学年を通した偏差値みたいなものをベースにやっている０．１点、０．２点の違いでしょうから、集計方法は分かりませんが、想像するだけですが、もうほとんど一緒という感じですね。
委員長　　そうですね。前年に比べては向上しているので、このまま、引き続き、さらに向上するようにやっていただければよろしいのではないかと思います。

○報告事項

８．特別整理期間に伴う休館日について
　　西台図書館　１０月２２日（月）～１０月２７日（土）

（口頭・中央図書館）

委員長　　では、報告８「特別整理期間に伴う休館日について」、中央図書館長から報告願います。
中央図書館長　　それでは、休館日についてお知らせいたします。

　特に資料はございませんが、既に図書館の休館日については報告済みですが、直近の図書館についてご報告するものでございます。
　こちらの次第に記載のとおり、西台図書館が１０月２２日月曜日から１０月２７日土曜日まで、６日間休館となります。

　報告は以上でございます。

委員長　　これに関しては、定例の休館日ということで、よろしいでしょうか。

（はい）

委員長　　次に、教育委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

庶務課長　　私の方から１点、ご報告させていただきます。

　毎年度、学校活動支援団体等に対する東京都教育委員会感謝状の贈呈ということで、表彰があるんですけれども、平成２４年度の板橋区の団体が決定しておりまして、表彰の贈呈式に参加の団体も決まりましたので、ご報告致します。
　この感謝状につきましては、東京都教育委員会の規程で４部門ございます。
　その区分けですけれども、学校教育活動支援部門、環境整備支援部門、それから学校安全支援部門、地域における児童生徒の育成活動部門というのがございます。

　板橋区からの表彰団体でございますけれども、１団体が、金沢グリーンキーパーズということで、活動の具体的な内容が、芝刈り、除草、あとは果樹園の手入れ、枯れ枝の剪定でございます。
　もう１団体が弥生小学校グリーンサポート隊ということで、こちらの具体的活動内容も、校庭芝生の維持管理が主な活動で、弥生小学校の校庭の芝生については、ほかの環境を専門とするところからも注目されておりまして、非常に評価の高い校庭の芝生ということになってございます。

　贈呈式のご案内ですけれども、１１月３日に予定されてございます。こちらに、その弥生小学校の団体が、参加されるということでございます。

　報告については、以上でございます。

委員長　　ほかにございますか。

　では、時間があるから、私の方から４件。
　９月２９日に、教育委員会委員のほかの皆様も運動会に行っていただきましたけれども、この中で気がついたことは、成増小学校ですけれども、ここは従来、父兄がトラックの周りにシートを敷いて陣取るわけですけれども、それをやめて全部立ち席にした。

　ですから、自分の子供さんが出るときに結構そこで入れかわりができるので、スムーズに運営できたということで、これからは早朝から並ぶ必要もないかなということでした。
　シートは、昼食を食べたりするので、トラックの外の離れたところに敷いていましたけれども、トラックの周りにはシートを敷かせないということだそうです。

　それから、赤塚新町小学校は少人数なのでかなり苦労されている部分もあって、騎馬戦も一騎打ちが延々と続いたり、それはそれなりに面白いんですけれども、そういったような努力をされておりました。
　あとは、下赤塚小学校では、体操か何かの伴奏でエレクトーンを弾いておりましたけれども、すごく悪い音で、あれは是非買いかえてあげたいという気がいたしました。もう、バリバリの音でした。
　それから、１０月５日は板橋第十小学校の研究発表会に行ってまいりまして、ここは、ほとんどの教室の机がコの字型になっていて、子供たちが非常に元気よく手を挙げて、答えを言うと「ほかに意見はありませんか」と言って、次の人を指名するという、そういうやり方で非常に活発な意見が出ておりました。

　１０月６日、上板橋第四小学校の８０周年に出席しましたが、ここのシンボルマークは、児童から公募して「はっちゃん」「れいちゃん」と「上四トレイン」というなかなかユニークなシンボルマークがありました。

　１０月９日、成増ケ丘小学校の研究発表会に、これは本山委員、谷田委員も一緒に行かれましたけれども、先ほどの報告にあったように、ほとんどが道徳の授業ですけれども、５年生で、いじめについて非常に熱心に討論されておりました。

　それと、その後に長田渚左さんの講演がありまして、北島選手は体が硬かったけれども、皆が推薦しないのに１人のコーチが推薦して、オリンピックに行って金メダル２個を、２回連続で取った。ほかのコーチの人は見向きもしなかった選手だったというようなお話がありました。

　さらに、スポーツで脳は活性化されるんだというお話があって、先ほどの今井委員のお話とも合致するんですけれども、私はスポーツをやってなかったなという反省をしております。
　あとは、娘さんがいらっしゃるそうですけれども、色んなことをやってもだめなんだけれども、子供のころから、長田さん自身は読書が好きで、非常によく本を読んでいた。それを娘さんが見ていて、娘さんも非常に読書が好きになったということをおっしゃっておりまして、親の背中を見て育っているんだというような講演がありました。
　以上でございます。

　ほかにありましたら、どうぞ。

本山委員　　１０月６日、私も上板橋第四小学校の８０周年に参りましたけれども、周年行事に行きますと、本当に子供たちが立派ですね。よくやっています。もう感激して帰ってまいりました。

　それから、委員長から授業の様子がありましたけれども、私も成増ケ丘小学校で授業の様子を見ていましたら、とても上手な先生がいて、手を挙げさせるのに、全く違う意見のときはパーなんです。ちょっと違うというときはチョキを挙げさせるんです。全く同じ意見、ほとんど変わらない人はグーと出すんです。
　そうすると、当てるときにもすごく先生が当てやすくて、同じですというのも意思表示ができて、上手だなと思って見てきました。

　長田先生は、６０でも７０でもスポーツをするのには遅くないと言っていらっしゃったので、それを期待して、心を入れかえて、歩くだけでもいいそうですので、スポーツをしようかと思いました。
　委員長は、でも、日常的に歩いていらっしゃるから。

今井委員　　先ほどのいじめのデータのお話なんですけれども、結果的にいじめだったといって手当をしたということを条件として、最初に認知しているケースが約６割で、最初は疑わしいという率が４割。６：４の比率。これは、疑わしいねという感覚が鋭いことがとても大事だというデータだと思うのです。

　認知ではなくて、疑わしいとなった中で、本当に対処することになったという確率は３０％ということ。

　言えるのは、疑わしい中にも結構あるという感覚を、先生たちが日ごろ持っているのはすごく大事だなという調査結果かなと。違う議題を聞きながらの計算なので、間違いがあったらすみません。

教育長　　私も、この間、いじめの関係で、長引いている保護者と直接お話をしたということもあったんですけれども、何件かはこじれている、親も一緒に出て、こじらせてしまっているということもあるんですけれども、そういう場合に共通することは、あるなとすごく感じています。
　１つは、子供が先生に、「私はこんなふうにされています」と言ったときに、それをきちんと教員側が受け取れなかった。「そんなの大したことないんじゃない」とか、「後でね」という形で、そこできちんと受けとめてくれなかったというのが共通していることなのかと思うのです。
　もう１つ、中学生になって、だんだん大きくなってくると、親には言うな、先生にも言うなという、その辺のところの感覚がすごく出てきているんですよね。
　これをどう変えていくのか、何かあったら相談しようね、誰でもいいから相談しようね、先生に一言言ってみようねと、そういう習慣というか、それを思い起こすという、それはすごく必要だなと。その２点が共通の、それができていないというあたりは感じています。

　１つは、先生方が今回のアンケート調査でも、本当に小さなところまでいじめの疑いというところで発見してくれているので、そこのところでは少し安心しましたけれども、先生方がきちんと常に受け入れる、気がつく、言われたときに、本当に小さい芽であってもそれをきちんとどう受け入れるのかという、そこの教員の意識をきちんとしていかなければいけないというふうに思っています。

　それから、中学校の道徳公開講座を見まして、中学生はいじめを本当に真正面から取り上げている場合でも、発言するのはすごく格好いいことを言うんですよね。それが、本当に子供たちが思っていることと違うのではないかと、見ていて思うんです。

　でも、それをきちんと正面から取り上げて、先生も本当に一生懸命やっている姿、それから、こういうときには友達に相談してみようとか、先生に言っていいんだよという、そういうことは正面で取り上げながら、それを何回も繰り返すことによって、自分がいじめを受けたりしたときに、それから人がいじめられているというのを見たときに、言わなければいけないんだ、言ってみようかなという、そういうところが分かってくるので、１回や２回やってもだめなんだろうなと。これを続けていく意味は非常に大きいなというのを、授業を見ながら感じたところです。後で子供たちの書いた文章なんかも見せてもらいましたけれども、これを続けていけたらいいなというふうに思いました。

　今、学校公開をやっているので、中学校を中心に回っているんですけれども、昨日、たまたま志村第三中学校に行ったんです。

　親がちょっとでも来ていると大分子供の態度はいいようなんですけれども、そうしたら、廊下に３年生の「君のここがいい」というのがクラスごとに張ってあるんです。

　小学校は割とやっていまして、とげとげ言葉を使わないというのが、かなりやり始めてきている。中学でも、「君のここがいい」というのを皆が１人ずつ、その子について、君はここがいいんだよというのを書いているんです。

　嫌味っぽく書いているのもありますけれども、こういう取り組みというのはすごく必要だなと。ずっと表示されていて、誰でも見られるんですけれども、そういう取り組みを１つずつ積み上げてきてくれているというのは、見ていて快く思って帰ってきたところです。

委員長　　すみません。私も１件、報告忘れがありました。

　多分１０月８日に、赤塚第二中学校の学校公開に行ってまいりまして、そこでＰＴＡさんのワンコインカルチャーというのをやっていました。
　それが、実は赤塚第二中学校のＰＴＡさんだけではなくて、成増ケ丘小学校、成増小学校、三園小学校、いわゆるＰＴＡさんが学校連携をやっているんです。
　そこで、多分、あのとき１００名ぐらいと先生は言っていましたけれども、集まって簡単なアクセサリーみたいなのをワンコインでつくる、それを年に何回かやっているということで、今やＰＴＡも小中連携の時代になったんだなというのを感じました。

　学校も見てもらえるので、多分、そういったところに参加している小学生さんは、二中に来てくれるのではないかなというような気がいたしました。

　以上です。

今井委員　　四、五年前からやっているようですね。
教育長　　高島第一中学校の道徳公開講座を紹介してください。
学校地域連携担当課長　　１０月５日に。
教育長　　すごく面白い工夫をして、防災の関係ですけれども、行ってもらったので。
学校地域連携担当課長　　早稲田大学大学院の西條剛史先生ですか、今日お見えになっているんですけれども、中妻議員さんの紹介で、その方に来ていただきまして、東日本大震災をテーマに講演していただきました。「ふんばろう東日本支援プロジェクト」を設立され、実際に支援されている方です。
　体育館に全校児童を集めまして、そこで先生が撮ってきたスライドを見て、東日本大震災の状況を、まず子供たちに学んでいただきました。
　その後、各学年に分かれまして、命の大切さということで、３年生につきましては「トランペットを吹く少女」。被災現場でトランペットを吹いて、新聞にありましたよね。あそこら辺の文章を読んで、その感想を書かせたり。

　それから南三陸町で、放送を流していて遅れて死んでしまったといった方々の対応を見て、命の尊さをどう考えるんだと、そういったことを勉強して、ある先生はＺＡＲＤの曲を流して聞かせて、それから子供たちに答えさせる方法とか、色んな写真を持ってきて展示したりとか、色んな対応をとって、非常に生徒さんは活発に受けとめていました。
　私が１つ感心したのは、そこで、要らなくなった家電を被災地に送る、そういったプロジェクト。それもその早稲田大学の先生が中心でやっているらしいんですけれども、それは板橋の高島平地区が全国最初でその運動に取り組んだということをお聞きしまして、これは素晴らしいなということを感じました。中妻議員さんもそれにかかわっていられるとのお話をお聞きしました。

　以上です。

教育長　　どこまでできたか私も確認できなかったんですけれども、各クラスでワークショップをして、子供たちに自分の考えを出させながら、もう一回、防災教育について考えようという取り組みで、今までは割と一方的に聞く授業が多かったんですけれども、それを変えていこうという意図を、私は校長と話していて感じました。

委員長　　いい取り組みをあちこちでやっているようで、結構だと思います。

　ほかになければ、以上をもちまして、本日の教育委員会を終了いたします。
午前　１１時　５６分　閉会
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